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背景・目的 
　ヨモギはアレロパシーの作用をもつ植物の一
種で、自家中毒により自身の種子発芽を抑制
する働きが見られる。主に地下茎による栄養生
殖によって増殖する。その中で毎年大量の種
子をつけていることに疑問を持った。この研究
の目的は、ヨモギがもつアレロパシーの影響力
の大きさについて、ヨモギの繁殖戦略を明らか
にすることである。

研究の方法 

① ヨモギの種子を50個ずつに分ける。

② 根の先端、中間、根元に分けて同濃度の抽
出液をつくる。

③ ②で作った3種類のヨモギの抽出液を種子に
与え、それぞれの場合における発芽したヨモギ
の個体数を計測する。（７日間、２５℃に保った
恒温器で観察）

考察
　ヨモギは茎が1mにまで成長し、多くの葉をつ
ける。そのため、ヨモギの茎に近いところで種
子が発芽しても、日光が葉に遮られることに
よってその後の成長が出来なくなるため、茎の
近くではアレロパシー物質を利用しての発芽の
抑制はされないと考えられる。　

今後の展望 
根の位置の違いによる発芽抑制の程度
を比較できた。その働きを促して
いるアレロパシー物質は、ヨモギの生育のどの
段階で作られているのか、その過程を追求し、
ヨモギがアレロパシー作用を行う仕組みについ
ても調べ、ヨモギの繁殖戦略を明らかにした
い。
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すでに分かっていること
　前回の実験から、ヨモギには根に含まれるア
レロパシー物質により、自家中毒を行うことが
わかっている。

結果

　茎に近い根元側の発芽率が最も高く、先端側
の発芽率が最も低くなり、仮説と結果が異なっ
た。

仮説
　ヨモギは自己の周囲で種子が発芽するのを
防ぐため、茎に近い根のほうが、茎から遠い先
端側の根より多くのアレロパシー物質を含んで
いる。

結論
根の先端の抽出液を与えたものが最も発芽を
抑制した。
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